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そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
ー

胸
に
秘
め
て
・
…
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限
り
な
い
可
能
性
へ
ム
回
っ
て

士
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き
く
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亘
り
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飽曹

2

平
成
四
年
度
の
町
の
予
算
が
三
月
定
例
議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。

一
触
会
計
の
予
貧
額
は
、
三
十
八
億
七
千
七
百
七
十
六
万
円
。
前

年
度
に
比
べ
十
三
・
七
巧
い
、
額
に
し
て
四
億
一
八
千
一
八
百
三
十
二
万
円

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
縮
刷
会
計
の
予
算
額
は
、
二
十

六
億
三
千
二
百
七
十
一
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
健
康
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
長
寿
社
会
づ
く
り
、
快
適

な
生
活
環
境
の
整
備
を
主
と
し
た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、

今
年
度
は
福
祉
の
里
連
投
や
出
会
い
の
か
け
稀
の
整
備
、
地
域
下
水

道
の
整
備
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

ほ
ぼ
昨
年
並
み
の
自
主
財
源
と

単
独
事
業
に
よ
る
大
幅
増
の
依
存
財
源

町
の
収
入
は
、
町
税
や
使
用
料
・
手

数
料
な
ど
町
が
自
ら
確
保
で
き
る
自
主

財
源
と
地
方
交
付
税
や
国
・
県
か
ら
の

支
出
金
、
地
方
韻
卓
説
、
町
債
（
借
入

金
）
な
ど
の
他
か
ら
収
入
す
る
依
存
財

源
と
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
自
主
財
源
が
六
・
一
部
、

額
に
し
て
一
億
六
百
七
十
八
万
円
と
若

干
の
伸
び
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
の
中
心
は
町
税
。
こ
の
う

ち
町
民
税
で
三
千
七
百
三
十
三
万
円
。

固
定
資
産
税
で
三
千
九
百
五
十
七
万
円

の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

依
存
財
源
は
、
予
算
全
体
の
約
三
割

を
占
め
る
地
方
交
付
税
が
中
心
で
す
。

全
体
で
は
、
前
年
に
比
べ
て
、
二
十
一

・
七
郎
、
頭
に
し
て
三
億
五
千
九
百
五

十
三
万
円
と
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
小
学
校
の
大
境
摸
改
造
事
業
、

橋
梁
新
設
事
業
な
ど
の
単
独
事
業
に
よ

る
町
候
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。



農林水産商工費1億9千206万5千円（50％）

●活力と魅力にあふれる

遠賀町づくり事業費……・・500万円

●個性ある地域づくり推進事業費
……・647万円

●福祉の呈建設事業費…・5，010万円

●資源ゴミ回収奨励賛…i…100万円

●老朽溜池整備事業費…・…200万円

●小規模排水対策特別事業費
・・1，710万円

●農村ふれあい事業費……‥107万円

●道路・用悪水路維持費
・ii・・1億8，154万円

●道路新設改良費・・………・1，760万円

●出会いのかけ橋整備事業費
…‥1億8，190万円

●交通安全施設等整備事業費
i・・5，700万円

●特定防衛施設周辺整備費
…7，000万円

●小型合併処理浄化槽設電費
・・・3，251万円

●今古賀土地区画整理事業費
…‥1億1，798万円

●大規模改造事業費（小学校）
…‥1億3，239万円

●文化ふれあい事業費…・…300万円

●国民健康保険事業
i……9億6，837万円

●住宅新築資金等貸付事業
…3，090万円

●遠賀霊園事業
i・・i・1億9，827万円

●学校給食事業
…‥1億8，053万円

●老人保健事業
…10億8，860万円

●地域下水道事業
・・‖・・・1億6，604万円

●‾；∴

ー▲龍釦・

38億7．776万円

（0．9％） 

3千万円（0．8％） 鈎籠 毎町税 

県支出金 

2億鱗一緯 3千円（3．1親 

町　億（ら・3％）諒 
億6議案電 　停 

地方交付税　　　　is �箱書音8913割千 

12㌻…Vin四国お暇牛78別千円 
3千990万円　　　　　　　　（紬7％） 

（32・0％）タ主盤収入 　　　2億8万2千円 

（5．2％） 

純金5千万円（1・3％）　　　　　　　財産収入1億5千877万1千円 

歳
出
は
、
投
資
的
経
費
（
支
出
の
効

果
が
資
本
形
成
に
向
け
ら
れ
る
も
の
）

と
消
費
的
経
費
（
後
年
に
形
を
残
さ
な

い
性
質
の
も
の
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
今
年
度
の
予
算
で
す
が

投
資
的
経
費
に
は
、
歳
出
の
二
十
七
・

四
留
に
あ
た
る
十
億
六
千
三
百
九
十
九

万
円
を
投
入
し
て
い
ま
す
。

平
成
5
年
着
工
を
目
標
に
進
め
ら
れ

て
い
る
（
仮
称
）
福
祉
の
里
建
設
事
業

と
し
て
は
、
福
祉
の
里
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
実
施
設
計
な
ど
に
五
千
十
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
個
人
住
宅
で
ト
イ
レ
の
水
洗

化
な
ど
を
実
現
す
る
小
型
合
併
処
理
槽

の
設
置
補
助
費
と
し
て
五
〇
韮
分
、
三

千
二
百
五
十
一
万
円
。
平
成
4
年
度
の

完
成
を
目
標
に
進
め
ら
れ
て
い
ろ
県
道

松
ノ
本
～
浅
木
線
、
広
漠
～
別
府
線
の

街
路
工
事
費
と
し
て
今
古
賀
土
地
区
画

整
理
事
業
費
一
億
千
七
百
九
十
八
万
円

が
没
入
さ
れ
ま
す
。

ゴ
ミ
箱
、
標
識
、
街
灯
な
ど
町
の
景

観
を
見
直
す
た
め
の
環
境
診
断
・
基
礎

調
査
費
と
し
て
六
百
四
十
七
万
円
が
使

わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
積
極
的

に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
も
ら
お
う

と
活
動
資
金
補
助
費
と
し
て
五
百
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
イ
ベ

ン
ト
関
係
で
は
、
ふ
れ
あ
い
釣
り
大
会

に
百
四
十
六
万
円
、
文
化
ふ
れ
あ
い
事

業
に
三
百
万
円
を
使
い
ま
す
。
主
な
事

業
は
左
の
と
お
り
で
す
。

高
齢
者
対
窮
や
住
環
境
の
整
備
、

地
域
づ
く
り
に
も
カ
を
い
れ
ま
す
。



護強
大鶉範
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●　　　　　　●　●

串　　　　会対
込
先　　　費象

イ

●　●

会対

費象

遠
賀
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会

リ
．
ス
ム
に
あ
わ
せ
て
汗
を
流
し
ま
せ

ん
か
。
ス
ト
レ
ス
や
運
動
不
足
の
解
消

に
最
適
で
す
。

●
練
習
日
　
毎
週
火
曜
日
の
1
9
時
0
0
分

か
ら
2
1
時
5
0
分
ま
で

●
と
こ
ろ
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
会
　
費
　
入
会
金
　
2
、
0
0
0
円

月
会
費
　
2
、
5
0
0
円

●
申
込
先
　
崎
山
（
広
瀬
）

℡

（

2

9

3

）

1

7

5

0

●
練
習
日
・
と
こ
ろ
　
〔
昼
の
部
〕
毎

月
第
2
・
4
火
曜
日
1
0
時

か
ら
1
2
時
ま
で
第
一
武
道

場
〔
枝
の
部
〕
毎
月
第
2
・

4
月
曜
日
1
9
時
0
0
分
か
ら

2
1
時
ま
で
広
瀬
公
民
館

●
会
　
費
　
入
会
金
　
不
要

月
会
費
　
8
0
0
円

●
申
込
先
　
（
夜
の
部
）
梅
田
℡
（
2

9

3

）

3

6

1

1

、

（

昼

の
部
）
℡
（
2
9
3
）
3

6
0
〝
4
－

●
練
習
日

●
と
こ
ろ

毎
月
第
2
・
4
土
曜
日
の

1
9
時
0
0
分
か
ら
2
1
時
5
0
分

ま
で

遠
賀
総
合
運
動
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド

4
0
城
以
上
の
町
内
者

入
会
費
　
無
料

年
会
費
　
5
、
0
0
0
円

（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
代
含
む
）

萩
尾
（
遠
賀
川
）

℡

（

2

9

3

）

0

1

1

6

●
と
こ
ろ
　
総
合
運
動
公
園
内
テ
ニ
ス

コ

ー

ト

●
重
機
料
　
6
、
0
0
0
円
（
初
回
時

に
全
納
）

●
申
込
締
切
　
4
月
0
0
日
（
木
）
ま
で

●
申
込
先
　
永
松
（
新
町
）

℡

（

2

9

3

）

0

8

5

4

健
康
ア
イ
体
操

広
渡
校
区
卓
球
ク
ラ
ブ

遠
賀
剣
道
連
盟

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
愛
好
会

世
界
の
名
曲
に
あ
わ
せ
て
楽
し
く
汗

を
流
し
て
い
ま
す
。
美
容
と
健
康
に
最

適
で
す
。
老
若
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。

●
練
習
日
　
毎
週
金
曜
日
の
1
9
時
1
5
分

か
ら
2
1
時
1
5
分
ま
で

●
と
こ
ろ
　
松
ノ
本
公
民
館

●
会
　
費
　
入
会
金
　
l
、
0
0
0
円

月
会
費
　
2
、
0
0
0
円

●
申
込
先
　
松
尾
（
松
ノ
本
）

℡

（

2

9

3

）

5

5

5

1

エ

ア

ロ

ビ

ク

ス

・

ス

ト

レ

ッ

チ

な

ど

組
み
込
ん
だ
楽
し
い
体
操
で
す
。

筋
肉
の
老
化
防
止
、
肩
こ
り
、
ス
ト

レ
ス
の
解
消
に
賞
女
も
一
緒
に
始
め
ま

せ
ん
か
。

●
練
習
日
・
と
こ
ろ
　
毎
週
月
曜
日
の

1
0
時
か
ら
Ⅱ
時
0
0
分
ま
で

第
一
武
道
場
、
毎
週
火
曜

日
の
幼
時
か
ら
2
1
時
如
分

ま
で
広
渡
公
民
館

ス
マ
ッ
シ
ュ
の
決
ま
っ
た
と
き
の
爽

快
感
を
喋
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者

大
歓
迎
で
す
。

●
練
習
日
　
小
・
中
学
生
月
・
水
曜
日

大
人
水
曜
日
の
1
9
時
5
0
分

か
ら
2
1
時
0
0
分
ま
で

●
と
こ
ろ
　
広
渡
小
学
校
体
育
館

●
会
　
費
　
入
会
金
　
不
要

年
会
費
　
3
、
6
0
0
円

●
申
込
先
　
有
門
（
中
央
区
）

℡

（

2

9

3

）

4

0

1

8

●
申
込
先

一
般
婦
人

入
会
金
　
l
、
5
0
0
円

月
会
費
　
2
、
0
0
0
円

若
造
（
東
和
苑
）

℡

（

2

9

3

）

3

6

1

3

初
心
者
向
け

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス

遠
賀
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会

ど
な
た
で
も
気
軽
に
踊
れ
ろ
創
作
ダ

ン
ス
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

4
0
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
初
心
者

か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
楽
し
く
ゲ
ー
ム
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
絶
好
の
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
テ
一
一
ス
を
始
め
よ
う

と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
／
ラ
ケ
ッ
ト
の

握
り
方
か
ら
ゲ
ー
ム
が
楽
し
め
る
ま
で

わ
か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。

●
練
習
日
　
5
月
8
日
（
金
）
か
ら
毎

週
火
・
金
曜
日
の
1
9
時
か

ら
2
1
時
ま
で
（
計
1
0
回
）

小
学
一
年
生
か
ら
な
ら
誰
で
も
入
会

で
き
ま
す
。
特
に
女
子
は
大
歓
迎
で
す

【
遠
賀
教
室
】

●
練
習
日
・
と
こ
ろ
　
毎
週
月
・
金
曜

日
の
1
8
時
か
ら
1
9
時
0
0
分

ま
で
第
一
武
道
場
　
毎
週

水
・
土
曜
日
の
1
8
時
か
ら

1
9
時
0
0
分
ま
で
島
門
小
学

校
体
育
館
・
南
中
武
道
場

●
申
込
み
　
入
会
希
望
者
は
4
月
紳
日

（
月
）
の
1
8
時
に
第
一
武

道
場
へ

●
間
合
先
　
石
松
（
上
別
府
）

℡
（
2
9
3
）
2
9
9
4

【
広
渡
教
室
】

●
練
習
日
・
と
こ
ろ
　
毎
週
火
・
金
曜

日
の
1
8
時
か
ら
1
9
時
0
0
分

ま
で
広
渡
小
学
校
体
育
館

●
申
込
み
　
入
会
希
望
者
は
4
月
鉛
白

（
火
）
の
1
8
時
に
広
漠
小

学
校
体
育
館
へ

●
向
合
先
　
萩
本
（
中
央
）

℡

（

2

9

3

）

6

5

8

2



∴目

す
。
楽
し
い
ぞ
／

●
練
習
日
　
毎
週
火
・
木
曜
日
は
午
後

5
時
か
ら
7
時
ま
で
、
土

曜
日
は
午
後
2
時
か
ら
5

時
ま
で
、
日
曜
・
祝
日
は

試
合
な
ど
（
週
4
回
）

●
と
こ
ろ
　
総
合
運
動
公
園
縁
の
広
場

●
会
　
費
　
入
会
金
　
不
要

月
会
費
　
1
、
5
0
0
円

●
申
込
先
　
嶋
崎
（
山
田
）

℡
（
2
8
2
）
3
1
5
6

●
と
こ
ろ
　
第
一
武
道
場

●
会
　
費
　
入
会
金
　
2
、
0
0
0
円

月
会
費
　
2
、
5
0
0
円

（
小
人
）
　
2
、
0
0
0
円

●
申
込
a
　
矢
野
（
広
渡
）

℡

（

2

9

3

）

1

3

1

0

遠
賀
太
鼓
の
会

弓
道
　
教
　
室

ペ
ン
習
字
ク
ラ
ブ

ど
な
た
に
も
読
み
や
す
く
、
わ
か
り

や
す
く
、
美
し
い
か
な
主
体
の
指
導
を

し
ま
す
。

●
練
習
日
　
毎
週
水
曜
日
の
1
0
時
か
ら

1
2
時
ま
で
（
月
4
回
）

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
和
室

●
会
　
費
　
入
会
金
　
不
要

月
会
費
　
1
、
0
0
0
円

●
申
込
先
　
松
尾
（
松
ノ
本
）

℡
（
2
9
3
）
4
5
3
7

一
度
、
弓
を
引
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
初
心
者

大
歓
迎
で
す
。

●
練
習
日
　
5
月
1
2
日
か
ら
6
月
6
日

ま
で
の
毎
週
火
・
木
・
土

曜
日

●
時
　
間
　
1
4
時
か
ら
1
6
時
、
1
9
時
か

ら
2
1
時
の
2
都
制

●
と
こ
ろ
　
総
合
運
動
公
園
内
弓
道
場

●
受
顔
料
　
1
、
0
0
0
円

●
申
込
先
　
池
田
（
東
和
苑
）

℡

（

2

9

3

）

4

1

1

9

今
や
す
っ
か
り
郷
土
芸
能
と
し
て
定

着
し
た
′
遠
賀
太
鼓
〝
。
き
み
も
太
鼓

の
リ
ズ
ム
を
刻
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
練
習
日
　
〔
子
供
の
部
〕
毎
週
土
曜
日

の
1
9
時
0
0
分
か
ら
2
1
時
0
0

分
〔
大
人
の
部
〕
毎
週
火
曜

日
の
幼
時
か
ら
2
1
時
0
0
分

ま
で

●
と
こ
ろ
　
浅
木
小
学
校
武
道
場

●
会
　
費
　
無
料

●
申
込
先
　
薬
（
松
ノ
木
）

℡

（

2

9

3

）

2

1

9

8

園
田
圏
園
誇

秋
の
菊
花
展
示
会
を
目
指
し
て
菊
作

り
に
励
み
ま
せ
ん
か
？
　
経
験
や
年
齢

は
問
い
ま
せ
ん
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

●
機
習
日
　
毎
月
第
1
日
曜
日
の
1
3
時

か
ら
1
5
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

●
会
　
費
　
入
会
金
　
不
要

年
会
費
　
4
、
5
0
0
円

●
申
込
先
　
門
司
（
浅
木
）

℡

（

2

9

3

）

1

8

5

6

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

●
会
　
費
　
入
会
金
　
不
要

月
会
費
　
5
0
0
円

●
申
込
先
　
玉
野
（
浅
木
）

℡
（
2
9
3
）
1
1
0
7

遠
賀
洋
裁
同
好
会

華
道
ク
ラ
ブ

鎌
倉
彫
教
室

お
ん
が
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
一
ラ

遠
賀
な
き
な
た
教
室

い
よ
い
よ
待
ち
に
待
っ
た
「
プ
ロ
サ

ッ
カ
ー
」
が
誕
生
し
、
2
0
0
2
年
に

は
日
本
で
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー

も
開
催
す
る
予
定
で
す
。
さ
あ
、
君
た

ち
（
女
の
子
も
、
も
ち
ろ
ん
O
K
／
）
未

来
の
名
フ
ッ
ト
ポ
ー
ラ
ー
を
目
指
せ
〃

※
そ
の
他
当
ク
ラ
ブ
は
一
年
を
通
し
て

楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
行
い
ま

な
き
な
た
は
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
無
理
な
く
楽
し
め
ろ
終
身
運
動
で

す。●
練
習
日
　
毎
週
木
曜
日
の
1
0
時
か
ら

1
2
時
ま
で
、
毎
週
金
曜
日

の
1
8
時
か
ら
幼
時
ま
で

日
本
の
伝
統
工
芸
を
日
常
生
活
の
中

に
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
彫
っ
て

み
た
い
気
持
ち
が
あ
れ
ば
手
は
お
の
ず

と
血
が
通
う
も
の
で
す
。
マ
イ
ペ
ー
ス

で
進
め
ま
す
。

●
練
晋
目
　
毎
週
金
曜
日
の
1
0
時
か
ら

1
2
時
ま
で
（
月
4
回
）

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
ク
ラ
ブ
室

●
会
　
費
　
入
会
金
　
不
要

月
会
費
　
2
、
5
0
0
円

●
申
込
先
　
田
中
（
尾
崎
）

℡
（
2
9
3
）
3
9
2
6

あ
な
た
も
池
坊
流
の
生
け
花
を
始
め

ま
せ
ん
か
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

●
練
習
日
　
毎
月
第
1
・
3
水
曜
日
の

1
3
時
か
ら
1
5
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

●
会
　
費
　
入
会
金
　
不
要

月
会
費
　
2
、
2
0
0
円

（
花
代
は
実
費
）

●
申
込
先
　
山
口
（
新
町
）

℡

（

2

9

3

）

2

9

3

1

手
作
り
の
喜
び
、
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
楽
し
み
を
感
じ
な
が
ら
楽
し
く
洋

裁
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎
で

す。●
活
動
日
　
毎
週
水
曜
日
の
午
前
1
0
時

か
ら
正
午
ま
で

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
祝
聴
覚
室

●
会
　
費
　
入
会
金
　
不
要

月
会
費
　
2
、
0
0
0
円

●
そ
の
他
　
指
導
内
容
や
詳
し
く
は
後

日
、
説
明
会
を
開
き
ま
す

●
申
込
先
　
井
口
（
鬼
津
）

℡

（

2

9

3

）

0

3

2

9

ー
八
億
能
登
田
子
と
も
劇
－
棚

ひ
よ
こ
サ
ー
ク
ル

遠
賀
俳
友
句
会

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
伝
統
俳
句

（
有
季
定
型
）
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。

あ
た
り
の
自
然
を
普
通
の
言
葉
で
、

文
字
で
写
生
す
る
の
で
す
。
趣
味
で
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
練
習
日
　
毎
月
第
l
・
3
金
曜
日
の

1
3
時
か
ら
1
5
時
ま
で

現
在
1
9
人
の
親
子
が
ひ
よ
こ
サ
ー
ク

ル
と
し
て
八
幡
西
子
ど
も
劇
場
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
劇
場
で
は
、
舞

台
劇
、
人
形
劇
、
伝
統
芸
能
な
ど
の
ナ

マ
の
舞
台
を
定
期
的
に
録
貸
し
ま
す
。

●
活
動
日
　
月
に
1
～
2
回
（
不
定
期
）

●
会
　
費
　
入
会
金
　
1
0
0
円

月
会
費
　
1
、
0
0
0
円

（
4
歳
以
上
）

●
申
込
先
　
高
観
（
田
園
）
夜
間
の
み

℡
（
2
9
3
）
5
2
9
6



棚・屋昭光割田消費者相談は、役搬諌六

悪徳商法や商品購入トラブルは、

弁穫士による消費生活相談へ

＞とき＝毎月第2、4木曜日の午後1時30

分から3時30分まで

＞ところ＝県消費生活センター（福岡市博

多区博多駅前4－32－27℡〈092〉（451）

0999）

●相談希望の人は予約が必要です。

〆

借金の申し込みです。

日課誉拒否できる雛を教えてく

g霊誓霊露諾
店との話し合いがつくまで、信販会社から

の請求に対して支払いを拒むことができま

す。

クレジット利用のチェックポイント

（Dカードは人に貸さない。

②いくらなら払えるのか、よく考えて利用

する。

③支払期日は必ず守り、支払明細書は取っ
ておく。

④カードを紛失した場合は、すぐに筈寮と
カード発行元に届け出る。

クレジット契約は、

g崇霊言霊んな仕組みにな

〇㌢憲宗濫喜怒紫
代金を立替払いする仕組みです。一枚のカ
ードで買い物ができるため大変便利なもの

ですが、後で支払うというだけで、借金し

ていることと同じです。

困窮警詰ま、どういう意味が

回議憲窯驚豊器
品を購入してクレジットを申し込んだのか

を確認します。この確認は通常電話で行わ

れます。これが最終確認ですから、安易に

返事をせずにハツキリ答えましょう。

旋
回
体
へ
の

奨
励
金
制
度
を
ご
福
じ
で
す
か
。

使
い
捨
て
時
代
と
呼
ば
れ
る
現
在
は
、
ゴ
ミ
の
豊
が
増
え
る
ば
か
り
で
な
く
、

大
切
な
資
源
を
食
い
つ
ぶ
し
、
ま
だ
利
用
で
き
る
も
の
ま
で
、
わ
ざ
わ
ざ
お
金

を
か
け
て
灰
に
し
、
埋
め
立
て
て
い
ま
す
。

遠
賀
町
で
は
″
ゴ
ミ
の
減
量
と
資
源
化
〟
の
た
め
昨
年
か
ら
廃
品
回
収
実
施

団
体
へ
の
奨
励
金
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

対
象
団
体
は
営
利
を
目
的
と

し
な
い
団
体
が
原
則
で
す
。

奨
励
金
制
度
の
対
象
と
な
る
団
体
は

資
源
ゴ
ミ
の
集
団
回
収
を
継
続
的
に
実

施
す
る
町
内
の
自
治
会
、
子
ど
も
会
、

婦
人
会
、
老
人
会
な
ど
営
利
を
目
的
と

し
な
い
団
体
に
限
り
ま
す
。

対
象
団
体
に
な
る
に
は
、
役

場
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

奨
励
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
登
録

が
必
要
で
す
。
現
在
、
継
続
的
に
廃
品

回
収
を
し
て
い
ろ
団
体
や
こ
れ
か
ら
始

め
よ
う
と
す
る
団
体
は
、
役
場
福
祉
課

保
健
衛
生
係
へ
届
出
て
く
だ
さ
い
。
登

録
は
一
年
ご
と
の
更
新
制
で
す
。

対
象
品
且
は
紙
類
・
布
類
・
鉄

類
・
ビ
ン
類
の
4
繍
籍
で
す
。

紙
類
・
布
類
・
鎌
瀬
は
l
佃
に
つ
き

3
円
。
ピ
ン
類
は
1
本
に
つ
き
2
円
の

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

（
1
0
円
未
満
は
切
り
捨
て
ま
す
。
）

奨
励
金
を
受
け
る
に
は
、
業
者

の
売
却
明
細
書
が
必
要
で
す
。

奨
励
金
を
受
け
る
に
は
、
回
収
し
た

資
源
ゴ
ミ
を
持
っ
て
い
っ
た
業
者
の
売

却
金
明
細
書
と
仕
切
蕾
が
必
要
で
す
。

役
場
福
祉
課
に
あ
る
交
付
申
請
書
に
記

入
の
う
え
、
明
細
沓
・
仕
切
蕾
と
一
緒

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

奨
励
金
は
各
団
体
の
活
動
費

な
ど
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

奨
励
金
は
各
団
体
の
活
動
費
な
ど
有

意
義
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
町
内
で
は
的
柳
の
団
体
が
中

心
と
な
っ
て
資
源
．
コ
ミ
の
回
収
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
町
中
に
こ
の

資
源
ゴ
ミ
回
収
の
輪
が
広
が
っ
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
き
轄
・
問
合
せ
先

福
祉
課
保
健
衛
生
係

℡
（
2
9
3
）
1
2
3
4
へ



「ヽ

●奨励金制度の概要

8昨年度登録団体

●若松区子供会

●鬼津区子供会

●芙蓉区子供会

●尾崎区子供会

●中央区子供会育成会

●上別府区育成会

●別府区子供会

●若葉台区子供会

●遠賀IIi区子供会育成会

●田園区子供会

●浅木小学校父母教師会

●今古賀区子供会育成会

●西町区子供会

●広漠小学校父母教師会

●島津区子供会

●東町区子供会

●遠賀町婦人会

●松ノ本区

●緑光苑自治会・子供会

●松ノ本スポーツ少年団

皆さんの声、作品を募集します。
広報おんがでは、皆さんからの声や

作品（絵・写真・欝・川柳・イラスト
・4コママンガなど）を募集していま

す。また、楽しかったこと、悲しかっ

たこと、怒ったことなどを掲載するコ

ーナーも企画しています。作品をどし

どしお寄せください。＞あて光二今古

賀513遠賀町役場「広報おんが」

閣
－
一
言
＝
∴
土
嚢
－
十
重

ー
園
田
四
囲
園
田

俳
句
へ
遠
賀
俳
友
句
会
抄
）

池
田
幸
利
運

竹
林
の
す
べ
て
を
伐
ら
れ
冴
え
返
る

岩
萩
　
信
江

蕃
め
く
や
人
工
芝
も
雨
上
が
り

芳
野
　
宏
子

寒
雀
人
去
る
ご
と
に
飛
び
乗
り

徳
永
　
徳
治

ク
レ
ー
ン
の
首
の
休
め
る
烏
ぐ
も
り

加
藤
　
栄
子

室
の
幽
さ
二
月
の
風
蔑
め
る柴

田
と
も
子

短
歌
へ
お
ん
が
短
歌
会
談
革
）

河
申
靖
高
遠

壊
さ
る
る
古
里
の
家
に
父
、
母
の
姫

に
用
い
し
金
屏
風
の
あ
り

伊
藤
ア
キ
コ

子
等
寄
り
て
金
婚
祝
い
で
く
れ
ろ
ら

し
「
子
は
鐙
」
の
言
葉
諾
う

藤
沢
　
国
子

金
故
に
絶
え
て
久
し
さ
か
の
友
の
遍

路
姿
が
テ
レ
ビ
に
映
る

中
野
ス
エ
ノ

金
婚
の
文
字
の
浮
き
た
つ
我
が
歌
碑

を
冬
の
日
光
が
淡
く
照
ら
せ
り

久
野
き
よ
の

冬
に
入
り
庭
の
芝
生
は
金
色
の
マ
ッ

ト
と
な
り
て
日
光
貯
め
い
る

白
石
　
－
夫



2両8町が伝統芸能を披露。
一一一遠賀川郷土芸能フェスティlVレ’92に浅木区が出演－

3月1日（臼）の午前10時から直方市民会館で遠賀Iii郷土

芸能フェスティバル’肋が行われ、2市8町の各地域の誇る伝

承芸能、伝統舞踊が披露されました。

遠賀町からは浅木区の青年部、婦人会、老人会など48人が

出演し各地で仏の供糞唄として盆踊りに歌われ、踊られてい
る、思菓橘、と　e町民音頭。急坂辞しました。

控室では緊張きみに何度も練習していた皆さんも、幕が上

がれば息の合った堂々とした踊りっぶり。さすがに区として
一番のまとまりをみせる浅木区。場内からは盛大な拍手が送

られていました。

・　　　　　　　　　　　－　　‥∴∴∴∴▲ �������� 

綱要甲閲読読講書・義持裏・ 　●1ヽ〟．∴ヽ1． ������� 

∴∵ 一書・i／ �∴上言；十一 　二∴王，∴窒＿巾 ���一∵∴∵∴∴ 

撫一一 ＼‾了察 

∴：ゞ「． ��∴：－，－　∴ ∴Tll∴ ������i i l ‾ブ 

′澄ま＼ 

∴「、ヾ ∴ ��i �����i 

車高 幸手〆、一一 ��l　烹　杜　－ ∴二　㌧∴ 

享享i‾÷ ＼ヽ ��二蘭 ���浩二 �／／込、 一・㌧∴ ∴∴∴ �い：一 ‘、、エ ー／●i′・、 

，半減貢 il ����∴∴ ��寸言i l ＿一i紫言喜 

民踊、詩吟、大正琴、カラオケ
ー上別府老人クラブが遠賀静光園を慰問－

3月13日（金）の午後2時から上別府老人クラブが遠賀観光

国を慰問。お年寄りに楽しいひとときをプレゼントしました。

地域住民との友好にと昨年から始められたこの演芸会。こ

の日は、民踊、詩吟、大正琴、カラオケなど約20の出し物を

披露しました。

民踊、雨降りお月さん、を披露した小川佑秀子ちゃん（6

歳）の演技と民謡、安来節、を披露した石松蕪さん（83歳）
の張りのある歌声には特別盛大な拍手が送られていました。

静光園を含めた施設では、これからも地域の人々との交流を

大切にしていきたいと考えています。

まぢの

」圭珪一三虻 ��� �　tjO 讐　∴子 � ＼一要因寡謁話題雷竪 ∴甲子缶呈 ����「雪 

瀦I �� �∴一∴　　二 

、．一言→一一∵1軸 　触”二言／ ��亮裁 �L �二爵 

社会福祉の充実は一役かつていまも

町では、平成3年度全国自治宝くじ普及広報押葉

（社会福祉活動用機材助成事業）の補助を受け、小型

自動車1台、バイク1台、車椅子2台、朗読用編集機

材2台、ワープロ3台を購入。社会福祉活動の充実を

図っています。

．移率率ゝ

〆



小月先に着て楽しめる
ものを編んでLlます。

相手あみ教室
言霊／ � �同上 ��� 

「 � � �i　　　　　　半 
l li ��i 

裏＼手／ � 
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面覇
「今年の流行は、太陽のイ

メージのオレンジ系の色と草

花のグリーン系の色ですよ。」

机態まれ！諾荒業詰ま

隅田
が習っていますが、指導方法

も、製図作り→目数・段数の

計算→素材の選択→編む→仕

上げ→反省と一貫した作業が

行われています。また、常に3カ月先に作品完成

を目指して、実際に着て楽しむことも大切にして

いろそうで、「それまで我流で編んでたんですが、

友たちに誘われて入ったんです。今は2着目の娘

の春のセーターに取りかかっています。」と昨年12

月に入会した田中さん（69歳・木守区）「これから

入会される人には、棒針編みの基礎をしっかり身

に付けてもらって、サマーセーターが作れるよう

に指導します。」と助手の武谷しのぶさん（新町）。

基礎から分かりやすくマンツーマンで指導、毎年

11月の町の文化祭では作品展示も行います。入会

の希望者は（代表）字津宮豊子℡（293）4532へ

‾●‘9＼

遠賀のYNMRAちゃん

高崎千草さん九州大会

第15回九州女子柔道体動U Lt

選手権大会が3月28日に熊本

武道館で行われ、61㌔級に出

場した高崎千草さん（福岡六
・老良出身）が優勝、5月10

日の全日本大会へ出壊します。

共同キャッシュサービスコ十一が設置されました。
一遍賀信用金庫・福岡銀行・西日本銀行・遠賀郡農協一

羽音臆題888ド三弦豊沼懸 ∴　　　　　　　∴一∴． 
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地域で学ぶ伝承遊び
－別府の仲良し7人組が凧あげ大会で賞を独占一

晴天に恵まれた3月22日（日）の午前9時から水巻町の遠賀

川河川敷で凧あげ大会が行われ、遠賀町からは別府の仲良し7

人組が自作の凧で出場。子供の部の最優秀賞に山中美白樹ちゃ

ん、デザイン賞に花田裕輔くん・絵理香ちゃん、特別賞に山中

莫裕美ちゃんが見事入賞を果たしました。

実はこの7人組、教職を退職された仲野良子さん宅で3年前

から昔ながらの手作りの伝承遊びを習う仲間。「遠賀町にも誰

でも参加のできる文化的大会があったら……」と良子先生。訪

れたこの日も子供達がおて玉遊びを披露してくれました。

役
場
南
側
駐
車
場
に
、
引
き
出
し
の

み
（
カ
ー
ド
専
用
）
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

利
用
時
闇
は
平
日
の
み
午
前
9
時
か
ら

午
後
6
時
ま
で
で
す
。



役場臨時職員
の登録受付中。

遠賀町役場では、平成4年度

の臨時職員の登録を受け付けて

います。

登録者は必要に応じて雇用い

たします。賃金は日給5，800円

です。

希望される人は、市販の履歴

書に写真を貼付して、遠賀町役

線企画課人事係まで提出してく

ださい。

〆‾

平
成
4
年
度

遠
賀
・
中
間
地
区

老
人
大
学
院
講
座
の

募
集
し
て
い
ま
す
。

冨
黛
。
団
居

平
成
4
年
度

遠
賀
・
中
間
地
区
「
さ
わ
や
か

シ
ル
バ
ー
大
挙
」
の
要
請
生

を
嘉
果
し
ま
す
。

●
と
　
き
）
5
月
約
日
か
ら
Ⅱ
月
1
3
日

ま
で
の
毎
週
金
曜
日
（
計
飽
田
）

●
と
こ
ろ
）
中
間
市
中
央
公
民
館

●
募
集
対
象
）
0
0
議
以
上
の
人
で
教
養

コ
ー
ス
と
選
択
コ
ー
ス
を
継
続
し
て
学

習
で
き
る
人
（
新
規
受
講
者
を
優
先
）

●
募
集
人
員
）
約
恥
入

●
学
習
内
容

用
教
義
コ
ー
ス
（
全
員
受
難
）
…
国
際

情
勢
、
長
寿
の
秘
訣
、
人
権
問
題
、

交
流
交
歓
の
集
い
な
ど

㈲
選
択
コ
ー
ス
（
コ
ー
ス
別
に
受
話
）

…
英
会
話
、
水
蜜
画
、
太
極
拳
、
郷

土
史
と
文
学
漫
歩
な
ど

●
受
講
料
）
無
料

●
申
込
み
）
5
月
9
日
（
土
）
ま
で
に

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
窓
口
に
申
込

蕾
（
窓
口
に
あ
り
ま
す
）
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
）
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
℡
（
2
9
3
）
1
2
3
4
へ

圃
「
福
岡
県
少
年
の
船
」
の

団
具
を
真
果
し
ま
す
。

船
上
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
沖

縄
・
与
論
島
で
の
活
動
を
共
に
し
て
、

お
互
い
の
友
情
を
深
め
な
が
ら
団
体
生

活
の
楽
し
さ
と
社
会
参
加
の
意
義
を
学

び
ま
す
。

●
と
　
き
）
8
月
5
日
（
水
）
か
ら
9

日
（
日
）
ま
で
の
4
泊
5
日

●
研
修
地
）
与
論
烏
・
沖
馳
本
島

●
募
集
人
員
）
小
学
生
（
4
年
生
以
上
）

鯛
人
程
度
、
中
学
生
恥
入
程
度

●
費
　
用
）
小
学
生
…
6
万
円
、
中
学

生
…
6
万
4
千
円

●
真
集
期
間
）
5
月
針
目
ま
で

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
）
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
℡
（
2
9
3
）
1
2
3

4
へ
申
込
蕾
を
提
出
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
）
5
月
2
6
日
か
ら
m
月
約
日

ま
で
の
間
の
2
0
日
間

●
と
こ
ろ
）
水
巻
町
中
央
公
民
館

●
学
習
内
容

用
教
養
コ
ー
ス
（
全
員
受
誰
～
歴
史
・

環
塊
・
社
会
生
活
）

㈲
専
門
コ
ー
ス
（
コ
ー
ス
別
に
受
講
）

▼
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
（
藍
の
古
布
）
伽
人

▼
カ
メ
ラ
技
法
と
自
然
探
歩
0
0
人

▼
密
通
（
色
紙
作
品
づ
く
り
）
幻
人

▼
ふ
る
さ
と
の
歴
史
仰
人

●
受
講
料
）
無
料

●
募
集
人
員
）
約
1
0
0
人
（
新
規
受
調
書

を
優
先
し
ま
す
。
過
去
に
受
講
さ
れ
た

人
も
受
付
け
ま
す
が
、
申
込
み
状
況
に

よ
っ
て
は
、
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り

ます。）
●
募
集
対
象
）
遠
賀
郡
及
び
中
間
市
に

在
住
す
る
0
0
叢
以
上
の
人
で
、
老
人
大

学
講
座
を
修
了
し
、
全
期
間
を
通
し
て

継
続
的
に
受
講
が
で
き
ろ
人

●
申
込
み
方
法
）
5
月
1
日
㈹
ま
で
に

役
場
2
階
の
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

窓
口
に
申
込
み
蕾
（
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
）
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
℡
（
2
9
3
）
1
2
3
4
へ

二
九
コ
ー
ナ
ー

●
遠
賀
消
防
本
部
（
2
9
3
）
1
2
3
1

〃
宿
泊
先
に

着
い
た
ら
〃

旅
先
で
は
思
わ
ぬ
危
険
が
潜
ん
で
い

ま
す
。
皆
様
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
旅

館
や
ホ
テ
ル
の
火
蔀
は
予
期
し
な
い
と

こ
ろ
か
ら
出
火
し
て
、
多
数
の
人
が
犠

牲
者
と
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
旅
先
の
旅

館
や
ホ
テ
ル
で
の
火
事
を
想
定
し
て
、

我
身
を
守
る
た
め
次
に
掲
げ
ろ
防
災
の

基
本
的
知
識
を
身
に
付
け
て
お
さ
ま
し

よ
こ
ノ
。

●
部
屋
に
案
内
さ
れ
た
ら
、
備
え
付
け

の
避
難
経
路
図
に
沿
っ
て
避
難
口
ま

で
歩
い
て
み
る
。
（
屋
上
へ
も
避
難

で
き
る
か
確
か
め
る
）

●
部
屋
に
最
も
近
い
消
火
器
の
位
置
を

確
か
め
る
。

●
避
難
器
具
の
あ
る
場
所
と
使
用
方
法

を
確
め
る
。

●
部
屋
に
備
え
付
け
の
懐
中
砥
灯
が
点

灯
す
る
か
確
認
す
る
。

●
火
事
の
時
は
、
エ
レ
ー
ベ
ー
タ
ー
を

使
用
し
な
い
。

●
い
ざ
と
い
う
時
は
、
従
業
員
の
指
示

に
従
う
。

管
内
火
災
・
救
急
件
数
（
3
月
）



事業主の皆さんへ

期限険料の申告・縄付は

4月18－

5月15日

正しくお早めに！

●　●　　　●　●

料内　　緒対
参亀

金容　　晶者

福岡県普察、県（九州）交逼安全協

会では、運転継続年数が10年以上で無

事故、無違反の膿良自動車運転音の申

請を受け付けてし＼ます。該当される人

は申し出てください。

●申込資格
〃現に自動車の運転に従事し、かつ

県内に居住している

○普通免許以上の免許を受けている

010年以上無事故、無違反である

●申込書類
・申込書、免許証の写し、無事故、

無違反証明書など

●申込み・問Ll合わせ

5月15日栓）までに折尾嘗察署総務係

℡（691）0331へ

蘭鮮両前

健康テレ鷹シ
サービス

531－8181

2
線
建
築
士
・
木
造
建
築

士
の
賦
験
が
あ
り
ま
す
。

●
試
験
日
）
・
学
科
試
験
…
7
月
5
日

・
設
計
製
図
試
験
…
9
月
1
3
日

●
試
験
場
）
九
州
産
業
大
学

●
申
込
書
配
布
期
間
）
4
月
6
日
（
月
）

か
ら
1
7
日
（
金
）
ま
で

●
申
込
方
法
）
各
土
木
事
務
所
建
築
課

に
あ
る
所
定
の
用
紙
を
記
入
の
う
え
、

4
月
1
3
日
か
ら
1
7
日
ま
で
に
小
倉
建
設

会
館
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
）
（
社
）
福
岡
県
建
築
士

会
℡
0
9
2
（
1
4
1
）
1
8
6
7
へ

並
び
に
丙
種

漢
受
験
準
備
請
習
会
○

●
と
　
き
）
6
月
7
日
（
日
）

●
と
こ
ろ
）
中
間
市
消
防
本
部
講
堂

●
受
付
場
所
・
期
間
）
遠
賀
郡
消
防
本

部
4
月
お
目
か
ら
6
月
6
日
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
）
遠
賀
郡
消
防
本
蔀
予

防
課
予
妨
係
℡
（
2
9
3
）
1
2
3
1
へ

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と

B
C
G
予
防
接
種

生
後
7
カ
月
～
成
カ
月
児

母
子
健
康
手
帳

バ
ス
タ
オ
ル

体
重
・
身
長
測
定

無
料

危
験
物
取
扱
書
試
験
と

準
備
議
営
舎

看
危
険
物
取
扱
者
試
験
音

●
と
　
き
）
6
月
1
4
日
（
日
）

●
と
こ
ろ
）
北
九
州
大
学
（
小
倉
南
区
）

●
頭
書
受
付
場
所
・
期
間
）
遠
賀
郡
消

防
本
部
4
月
鋪
日
か
ら
5
月
1
0
日
ま
で

●
試
験
凄
類
）
乙
稲
（
第
l
類
～
4
類
）

モ
ー
タ
上
で
ト
選
手
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

平
均
年
収
は
一
千
五
百
万
円
。
自
分

の
可
能
蛙
を
信
じ
て
、
一
二
〇
秘
に
す

べ
て
を
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
対
　
象
）
昭
和
色
毎
5
月
1
8
日
か
ら

5
0
年
5
月
1
7
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
、

身
長
は
一
七
〇
肋
以
下
、
体
重
は
男
性

四
七
向
以
上
五
五
毎
以
下
、
女
挫
四
二

切
以
上
五
〇
匂
以
下

●
申
込
み
）
4
月
独
自
（
金
）
ま
で
に

県
モ
ク
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
（
福
岡
市
中

央
区
天
神
℡
0
9
2
＜
7
4
1
＞
4
4

3
7
）
　
へ

女
峰
の
た
め
の
ワ
ー
プ
ロ

ビ
ジ
ネ
ス
議
習
合

●
粗
目
）
ヮ
ー
プ
ロ
・
ビ
ジ
ネ
ス
実
務

●
定
員
）
2
0
人

●
対
象
）
就
業
を
希
望
す
る
女
性

●
繍
習
期
間
）
7
月
1
日
か
ら
軌
日
ま

で
の
延
べ
2
1
日
間

●
受
精
料
）
無
料
（
教
材
費
は
別
途
）

●
議
習
会
場
）
申
闇
市
働
く
婦
人
の
家

●
申
込
み
）
5
月
日
日
・
1
2
日
に
短
詩

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

4
月
1
4
日
（
火
）

●
B
c
G
予
防
接
種

4
月
鳩
目
（
木
）

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
　
2
階

●
時
　
間
・
受
付
　
1
3
時
職
分
～
虹
時

・
接
種
　
1
3
時
0
0
分
～

●
対
象
者
　
3
カ
月
～
4
8
カ
月
未
満
児

（
末
受
診
者
）

※
接
種
方
法

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
穂
後
、
館
時
間
お

い
て
判
定
し
、
陰
佳
肴
の
み
B
C
G

を
接
証
し
ま
す
。

●
と
　
き

●
時
　
間

●
と
こ
ろ

4
月
1
8
日
（
土
）

1
0
時
～
日
時
1
5
分

役
場
車
庫
前

●
料
　
金
　
4
、
6
4
0
円

（
注
射
・
登
録
料
含
む
）

続
盤
講
盤
謹
書
乳
児
相
談

9
4
8
（
2
3
）
4
1
5
6
へ
　
　
　
　
　
●
期
　
日
　
4
月
幾
日
（
火
）

●
時
　
間
　
9
時
0
0
分
～
1
0
時
0
0
分

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館
　
和
室



」甲殻囲壷テ

My TOwn
ゆめ　　くる∴∴∴むと

夢・来・人

人？ぅごき
平成4年3月末日現在（同月比）
●世帯数　　　　●人　口

5．278（＋30）17．955（＋102）

●男……8．561●女……9，394

●症入…‥i270　●転出……150

●出生………3　●死亡………18

発行　福岡県遠賀郡遠賀町大字今古賀513遠賀町役場企画課（℡093－293－1234）　印刷　株式会社ペイ　ジ

紬
を
織
っ
て
い
る
時
が

一
番
心
の
や
す
ま
る
時
間
で
す
。

●
本
場
〟
大
島
紬
〟
を
織
り
続
け
て
2
0
年
泊
　
照
子
㌔
（
松
ノ
本
・
4
8
塵

「
大
島
紬
を
織
り
始
め
て
、
も
う
二

十
年
余
り
に
な
り
ま
す
。
今
で
も
実
家

（
奄
美
大
島
）
で
は
、
お
年
寄
り
や
主

婦
の
人
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
織
っ
て

い
る
ん
で
す
。
機
械
で
は
戯
れ
な
い
大

島
紬
は
、
私
た
ち
内
職
者
で
支
え
ら
れ

て
い
る
み
た
い
な
も
の
で
す
。
」
と
照
子

さん。大
島
紬
を
織
る
作
業
は
、
非
常
に
横

気
を
要
し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
準
備
さ

れ
た
縦
糸
に
三
種
類
の
横
糸
（
ひ
ず
き
）

を
転
が
し
、
あ
の
独
特
は
飽
田
模
様
に

仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。
二
十
線
ほ
ど

織
り
進
む
と
縦
糸
と
横
糸
を
合
わ
せ
ろ

′
つ
く
ら
い
命
を
ほ
ど
こ
し
ま
す
。
男

物
二
反
だ
と
一
日
七
時
間
で
早
け
れ
ば

二
十
日
ほ
ど
で
絞
り
上
げ
る
そ
う
で
す

「
昔
は
、
国
内
産
の
綿
糸
だ
っ
た
の

で
す
が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
が
輸
入
糸
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
着
物
を
着
ろ

人
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
、
苦

の
半
値
以
下
に
な
っ
て
い
ま
す
。
時
間

や
労
力
を
考
え
る
と
割
が
惑
い
の
で
す

が
、
ど
う
し
て
か
、
織
っ
て
い
る
時
が
一

呑
気
が
落
ち
つ
く
ん
で
す
。
ラ
ジ
オ
を

聴
い
た
り
、
子
ど
も
の
教
育
の
こ
と
や

色
々
な
事
を
考
え
な
が
ら
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
」
と
千
三
百
六
十
筋
の
糸
を
自
由

に
操
り
、
見
る
見
る
間
に
織
り
進
め
る

照
子
さ
ん
。
本
場
大
島
で
も
、
流
行
が

余
り
な
く
、
糸
の
色
を
微
妙
に
変
え
る

だ
け
で
す
む
男
物
の
反
物
ば
か
り
が
織

ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
織
り
上
げ
た

反
物
は
、
地
元
の
検
査
機
関
の
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
て
流
通
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
結
婚
し
て
子
ど
も
の
た
め
に
何
か

家
で
出
来
ろ
仕
函
を
と
始
め
た
。
紬
織

り
。
。
あ
と
少
し
で
子
供
達
も
親
の
手

を
離
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
8
3
歳
に

な
る
母
も
現
役
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
は
ボ
ケ
防
止
と
趣
味
を
兼

ね
て
一
生
続
け
て
行
け
た
ら
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
」

ご
主
人
の
仕
呼
の
都
合
で
宮
崎
、
沖

縄
、
遠
賀
と
移
り
住
ま
わ
れ
て
き
た
泊

さ
ん
。
「
人
情
味
は
厚
い
し
、
物
価
も

ほ
ど
ほ
ど
、
水
と
緑
に
も
囲
ま
れ
た
遠

賀
町
が
一
番
住
み
や
す
い
で
す
。
」
と
第

二
の
故
郷
．
遠
賀
町
〟
を
愛
す
る
一
人

で
も
あ
り
ま
す
。

隔
日
園
閏

鬱
陶
し
い
長
雨
も
や
っ
と
去
り
、
ポ

カ
ポ
カ
陽
気
の
番
が
や
っ
て
采
ま
し
た

▼
春
と
い
え
ば
、
入
学
・
就
職
と
新
た
な

人
生
に
森
聖
と
不
安
を
抱
い
て
い
ろ
若

者
の
輝
き
が
す
て
さ
で
す
。
つ
い
こ
の

間
ま
で
自
分
が
新
人
と
思
っ
て
い
た
遠

賀
町
に
も
四
人
の
新
規
職
員
が
入
り
、

配
属
課
が
一
際
明
る
く
、
躍
動
的
に
目

に
映
り
ま
す
。
何
事
も
初
心
が
大
切
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
第
一
に
精
一
杯
頑
張

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
我
が
家
に

も
こ
の
春
、
二
世
が
誕
生
す
る
予
定
で

す
。
先
輩
・
父
親
と
し
て
忙
し
く
な
り

ま
す
が
、
ペ
ス
ト
を
尽
し
て
頑
張
り
ま

す
。
▼
今
年
の
目
標
は
、
県
の
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
に
入
選
す
る
こ
と
。
…
こ
ん

な
弾
書
い
て
大
丈
夫
か
な
9
（
池
ポ
ウ
）


